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＜解説＞

カムが何回も（ナ）「カ」としてあらわれ（ラ）、統合四相（トヨ）の万物万象の根源（ヒ）の
「カミ」がアマにウツし示され、ヤまで親和（ホ）され、現象（トヨ）に変遷（ノ）して発生

（ユ）する個々（ツ）の微粒子（イ）の生命（キ）の二つ（フタ）の根（ネ）として二つ（フタ）
の正反（ハ）に示される（シ）。そのウキフツミ〜「ウ」（潜象と現象の界面）から発生（キ）し

て増える（フ）個々（ツ）の質量（ミ）の「タカ」（「タ」した「カ」、独立的な「カ」、科学の
陽子に当たる）や「マカ」（「マ」になる「カ」、科学の中性子に当たる）の、「カ」の個々粒子
（ツ）を発生する（ムスヒ）潜態（ヌ）の主人（シ）は、「カ」が「タ」した「カムナ」であり

「マカハコクニ」〜「マ」と「カ」によって構造（ハコ）された原子・分子（クニ）の変遷（ノ）
の「ヒトツカタツミ」〜「ヒ」によって統合（ト）された個々（ツ）の「カ」から「タ」した粒子
（ツミ）である。

ヒトツカタとは、ヒトツのカタ、「カ」から「タ」したものという意味で、全てはヒトツ、即ち
「相似象」である。
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＜解説＞

カムが何回も（ナ）「カ」としてあらわれ（ラ）、統合四相（トヨ）の万物万象の根源（ヒ）の
「カミ」がアマにウツし示され、ヤまで親和（ホ）され、現象（トヨ）に変遷（ノ）して発生

（ユ）する個々（ツ）の微粒子（イ）の生命（キ）の二つ（フタ）の根（ネ）として二つ（フタ）
の正反（ハ）に示される（シ）。そのウキフツミ〜「ウ」（潜象と現象の界面）から発生（キ）し

て増える（フ）個々（ツ）の質量（ミ）の「タカ」（「タ」した「カ」、独立的な「カ」、科学の
陽子に当たる）や「マカ」（「マ」になる「カ」、科学の中性子に当たる）の、「カ」の個々粒子
（ツ）を発生する（ムスヒ）潜態（ヌ）の主人（シ）は、「カ」が「タ」した「カムナ」であり

「マカハコクニ」〜「マ」と「カ」によって構造（ハコ）された原子・分子（クニ）の変遷（ノ）
の「ヒトツカタツミ」〜「ヒ」によって統合（ト）された個々（ツ）の「カ」から「タ」した粒子
（ツミ）である。

ヒトツカタとは、ヒトツのカタ、「カ」から「タ」したものという意味で、全てはヒトツ、即ち
「相似象」である。
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＜解説＞

「カ」は「カ」だけでは何の意味も持たないが、「マカ」（マとカの宇宙界）に於ける「カ」は「オ
ホ」（六方環境の親和）を持続（チ）する潜象（カム）として存在している。そして「カ」が現象

（イ）の個々（ツ）に変遷（ノ）すれば、タテ（正反）に分かれて、正の「カ」は現象（カタチ）に
あらわれ、反の「カ」はその現象（カタチ）の中の潜象（カム）のチカラ（アマナ）となる。そして

「アマナ」（オホチカム）と「アモリ」（「ア」に「モ」して「リ」するもの、アマナのチカラにと
もなうだけの「リ」したアメ）との「ムカヒ」によって「アメノウツ」（アマのウツシ）が発生する
（メ）のである。

第十七首、第十八首「カムナガラ 」「カムアシキネ」で述べてきた通り「カム」は「アマ」に「ウツ
シ」される「ネ」として「トコタチ」されているモトのチカラであるが、ここではさらにそのチカラ
を現象界における「ウツシ」のスガタとして、そのメカニズムともいうべき「アマナ」の構想（オコ
ナヒ）を具体的に示している。
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ウキフ：界面から生まれて発生するモノ。
「フ」は「芝生」をイメージすると分かりやすい。
現代科学でいうプラズマ、陽子、中性子などの核子にあたる。

タカ：「カ」が「タ」して独立の形を示す「カ」
現代科学でいう陽子、反陽子にあたる。

マカ：「マ」の形（中和性）を示す。「カ」。
現代科学でいう中性子にあたる。

マカハコクニ：「マ」における「カ」、即ち「カ」と「ミ」によって
「ハコ」（正反の繰り返し）の形をとる＝バランスをとる
モノが構成される（クニ）。ここでは原子を指す。
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＜解説＞
「アマノカカミ」

「カム」とは「カ」がアマ界においてアマに変遷している現象のことであり「カミ」としてアマ界の

全ての現象の根源である。「アマノカカミ」とはこのような潜象と現象の関係を要略したコトバであ
る。

「アメノヨワロツ」

「アメ」は変遷して（ノ）四面性（ヨ）を和（ワ）してあらわれた（ロ）

個々（ツ）になる。全てのものはアメの変遷であり四面性をもって個々を成しているということで、
万物万象という意味になる。

「トキトコロトコタチ」

時間空間、即ち現象、それは統合重合の繰り返し（トコ）によってできてくるモノで「タチ」（分か
れて持続）をもつ。質、性質（タチ）。

「アメクニノヤホソトナミ」

アメ（あらゆるものが芽生える）がクニ（自由に定着する）に変遷するときの「ヤホソトナミ」（ソ
コ ソギ）の統合によって「ヤ」まで親和していくナミのチカラである。

「カタカムナ カタチサキ アワセマクハヒ」

「カタカムナ」（この世界の現象の仕組み）で、すべてのものにサがあって「カタ」が持続される
「チサキ」のは、「アワセマクハヒ」（サヌキ アワのフトのマクハヒ）によるものである。
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＜解説＞
「イマ」とは「トキ・トコロ」の「マ」の最も小さい単位。

「イマ トハ ヒトワ」

「イ」の「マ」である「今」は、「イマ」「イマ」が統合された（トハ）結果として存在する
のであり、次の「イマに統合されて「ヒトワ」となる。

「ミコ ニホ ヤホ」

「ミコ」とはカがかかわる生命力の繰り返し、「ニホ」で親和が定着していくこと、「ヤホ」

は「ヤ」まで親和が進むこと。我々の生命の動き（ミコ）は「イマ」「イマ」に定着的に
（ニ）カムウツシ（ホ）され「ヤ」まで生きるようにカムの親和（ホ）がなされている。

「アマツクニコトミチ カタカムナ」

「アマ」界の個々（ツ）の「クニ」が「イマ」「イマ」に「ミコニホヤホ」の繰り返され（コ
ト）ミの持続（ミチ）を持つことができるのは、「カタカムナ」によるものである。

「ナミマリメグル オホトコロ」

「カタ」の「カムナ」が「ナミ」として「マリ」として「マワリテメクル」環境（オホ）のカ
ムの統合発生（ト）が生命の場（コロ）となっている。

「イモマクカラミ ヌフトヤマト」

個々の生命に伴っている（イモ）「マクミ カラミ」が目に見えぬ（ヌ）二つの対向発生（フ
ト）のスベによって「ヤ」まで「マ」に統合（ト）されるのである。


